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１．将来展望に必要な調査･分析 

（１）調査概要 

将来展望に必要な調査として、以下の調査を実施しました。 

 

 

調査名 調査対象 主な調査内容 

市民アンケート 

 

 

 

 

うち、「結婚、出産、子育

てに関するアンケート」 

18歳以上の市内居住者 3,360人 

・回答数：980人 

・回収率：29.2％ 

 

・飯塚市の印象について 

・日常の行動範囲について 

・飯塚市のまちづくりについて 

・飯塚市の将来について 

市民アンケート調査の対象者の

うち 18歳～39歳の方 960人 

・回答数：207人 

・回収率：21.6％ 

・結婚観について 

・出産や子育てについて 

 

 

高校生アンケート 
市内にある公立・私立高校 4校 

1,070人 

・回答数：1,070人 

・回収率：100％ 

・飯塚市の印象について 

・今後の進路等について 

・今後の居住等について 

 

大学生アンケート 
市内にある大学 3大学 

281人 

・回答数：274人 

・回収率：97.5％ 

・飯塚市の印象について 

・今後の就職等について 

・今後の居住等について 

 

転出者アンケート 2019（平成 31）年 3 月から 5 月

に市外へ転出（転出届を提出）し

た方 850人 

・回答数：60人 

・回収率 7.1％ 

・転出時のことについて 

・飯塚市の印象について 

 

 

転入者アンケート 2019（平成 31）年 3 月から 5 月

に市内へ転入（転入届を提出）し

た方 850人 

・回答数：69人 

・回収率：8.1％ 

・転入時のことについて 

・飯塚市の印象について 

 

 

※アンケート調査の実施時期は 2019年 3月から 7月 

 各種アンケート集約結果（2019 年実施分） 

調査概要（その１） 
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調査名 回答者の性別 回答者の年齢 

市民アンケ

ート 

（「結婚、出

産、子育

てに関す

るアンケ

ート」を

含む） 

 

 

 

 

 

 

高校生アン

ケート 

 

 

 

（未調査） 

大学生アン

ケート 

 

 

 

（未調査） 

転出者アン

ケート 

 

 

 

 

 

転入者アン

ケート 

 

 

 

 

 

※グラフ中の「ｎ」は各回答数のうちの、有効回答数を示 

男性, 40.0%

女性, 58.4%

未回答, 1.6%

10代, 

2.8%

20代, 

15.5%

30代, 

24.9%
40代, 

17.2%

50代, 

18.6%

60代, 

19.1%

70歳～

74歳, 

0.2%

75歳以

上, 0.1%

男性, 

50.3%
女性, 

49.7%

男性, 

66.4%

女性, 

33.2%

男性, 

38.3%

女性, 

61.7%

10代, 

4.9%

20代, 

50.8%
30代, 

19.7%

40代, 

8.2%

50代, 

3.3%

60代, 

11.5%

70~74

歳, 

0.0%

75歳

以上, 

1.6%

男性, 

40.6%
女性, 

59.4%

10代, 

10.3%

20代, 

50.0%

30代, 

22.1%

40代, 

10.3%
50

代, 

5.9%

60代, 

0.0%

70~74

歳, 

1.5%

75歳

以上, 

0.0%

表 調査概要（その２） 
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（２）人口減少対策として望まれている取り組み 

・「働く場の確保」が 32.2％で最も高い。ついで「結婚や子育ての支援」が高い。 

・年齢別にみると、10代・20代、30代で「結婚や子育ての支援」が高く、10代・20代男性以外で

は「働く場の確保」を上回り、最も高い。 

・全体と比較して 10代・20代、30代で『働く場所の確保』が低い理由の一つとして、就業場所を

確保した方が本市へ住み続けており、それ以外の方は既に転出していることが考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

働く場所の確保

起業や新規就農の支援

移住や定住の促進

結婚や子育ての支援

教育環境の充実

医療・福祉環境の充実

道路や公共交通などの生…

その他

32.2%

4.1%

10.8%

21.8%

9.6%

9.3%

10.8%

1.3%

¥s 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

働く場所の確保

起業や新規就農の支援

移住や定住の促進

結婚や子育ての支援

教育環境の充実

医療・福祉環境の充実

道路や公共交通などの生…

その他

23.5%

3.5%

11.2%

31.8%

12.9%

5.9%

10.0%

1.2%

¥s 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

働く場所の確保

起業や新規就農の支援

移住や定住の促進

結婚や子育ての支援

教育環境の充実

医療・福祉環境の充実

道路や公共交通などの生…

その他

20.3%

3.3%

13.3%

35.7%

7.9%

5.4%

10.8%

3.3%

¥s 

図 人口減少に対して飯塚市が力を入れるべき対策（単一回答） 

【市民アンケート】 

 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

働く場所の確保

起業や新規就農の支援

移住や定住の促進

結婚や子育ての支援

教育環境の充実

医療・福祉環境の充実

道路や公共交通などの…

その他

21.7%

3.4%

12.4%

34.1%

10.0%

5.6%

10.5%

2.4%

¥s 

 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

働く場所の確保

起業や新規就農の支援

移住や定住の促進

結婚や子育ての支援

教育環境の充実

医療・福祉環境の充実

道路や公共交通などの…

その他

22.4%

5.4%

14.3%

26.5%

8.8%

5.4%

12.2%

4.8%

¥s 

全体 
10 代・20 代、30 代 

10 代・20 代、30 代 男性 

 

10 代・20 代 

30 代 

 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

働く場所の確保

起業や新規就農の支援

移住や定住の促進

結婚や子育ての支援

教育環境の充実

医療・福祉環境の充実

道路や公共交通などの…

その他

21.2%

2.3%

11.4%

38.3%

10.6%

5.7%

9.5%

1.1%

10 代・20 代、30 代 女性 
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（３）住民の結婚・出産・子育てに関する意識や希望の調査 

①取り組みの重要度 

・住民の結婚・出産・子育てに関する意識や希望として、飯塚市の取り組みの今後への期待「重要

度」をみると、「子どもを産み育てやすい子育てのまちづくり」が最も高い。 

 

 

 

 
 

※上記グラフの数値は、項目ごとに、その重要度を、高い：５、やや高い：４、ふつう：３、やや低い：２、低い：１

の５段階で評価していただいた結果を平均化した数値である。  

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

住環境の整備による快適で暮らしやすいまちづ

くり

子どもを産み育てやすい子育てのまちづくり

生涯にわたり健幸で幸せに暮らせる「健幸都市

づくり」

駅周辺の賑わいや交流を創出する地域拠点づく

り

防災、防犯、交通安全対策による安心・安全な

まちづくり

本市固有の自然、歴史・文化遺産を活かした街

の魅力づくり

産業・大学・行政連携による新産業の創出

地域の観光資源を活用した魅力あふれる観光の

まちづくり

企業活動の支援や企業誘致の促進による産業の

振興

生涯学習、地域スポーツなど多様な市民活動の

活性化

徒歩や自転車生活できるコンパクトなまちづく

り

高齢者や障がいのある人が暮らしやすい福祉の

充実

市民一人ひとりの人権が大切にされる人権尊重

のまちづくり

若者の定住、就業を支援する若い世代のための

まちづくり

地産地消の推進や食料の安全供給のための農業

振興

環境の保全やリサイクルに配慮した環境にやさ

しいまちづくり

未来の飯塚市を担う時代に対応した人材育成の

ための教育環境づくり

商店街の振興や施設の整備による中心市街地の

活性化

国際感覚あふれる人材育成や国際化に対応した

まちづくり

ふれあいや連帯感があるコミュニティ活動が活

発なまちづくり

市民と行政の協働によるまちづくり

男女が等しく社会参加でき、個性と能力を発揮

することができる環境づくり

その他

21.4 

34.0 

14.6 

11.0 

24.7 

0.9 

5.7 

1.1 

8.5 

2.9 

8.7 

12.5 

1.9 

16.0 

1.1 

2.3 

7.2 

11.4 

2.5 

3.0 

2.9 

2.5 

3.8 

18.2 

39.3 

15.4 

8.0 

24.2 

0.6 

3.1 

1.3 

5.3 

0.7 

10.4 

16.7 

2.7 

17.6 

2.0 

2.3 

9.2 

13.2 

2.1 

2.1 

1.3 

1.9 

2.6 

図 取り組みの重要度 

【市民アンケート】 

 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

24.0

32.3

18.9

8.3

22.4

0.8

4.7

1.2

12.2

1.6

9.4

16.5

1.6

15.0

3.1

3.5

5.5

11.4

1.2

0.0

2.0

2.8

2.4

23.3

41.8

17.6

4.5

23.6

0.9

1.5

1.2

2.7

0.6

12.1

17.9

3.9

17.0

0.9

3.0

9.4

8.5

1.2

3.6

0.9

0.9

2.7

10 代・20代・30代男女別 全 体 

男 性 

女 性 
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②結婚等について 

・結婚していない人が全体で 34.6％を占める。特に男性は 44.3％が結婚していない。女性で結婚

していない人は 30.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 
 

 

63.4%

2.0%

34.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

結婚している

結婚したが、離別・死別した

結婚していない

全体

55.7%

0.0%

44.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

結婚している

結婚したが、離別・死別した

結婚していない

男性

66.7%

2.8%

30.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

結婚している

結婚したが、離別・死別した

結婚していない

女性

図 結婚の状況（単一回答） 

【結婚、出産、子育てに関するアンケート】 

※結婚、出産、子育てに関するアンケートの対象者は、市民アンケート対象者のうち、18～39歳の方。 
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③結婚に対する考え 

・全体では、「時期にとらわれていないが結婚したい」が 40.3％で最も高く、「できるだけ早く、ま

たは、早めに結婚したい（18.1％）」を合せると、既に「結婚したい」と考えている人は 58.4％

となっている。一方で、「結婚はまだ考えていない」が 36.1％となっている。 

・性別でみると、男性は「結婚はまだ考えていない」の割合が最も高い 46.2％となっている。 

 

 

 

 

 

  

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

できるだけ早く、または、早めに結婚した

い

時期にとらわれていないが結婚したい

結婚はまだ考えていない

結婚したくない

18.1%

40.3%

36.1%

5.6%

全体

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

できるだけ早く、または、早めに結婚した

い

時期にとらわれていないが結婚したい

結婚はまだ考えていない

結婚したくない

15.4%

30.8%

46.2%

7.7%

男性n=26

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

できるだけ早く、または、早めに結婚した

い

時期にとらわれていないが結婚したい

結婚はまだ考えていない

結婚したくない

19.6%

45.7%

30.4%

4.3%

女性n=43

図 結婚に対する考え（単一回答） 

【結婚、出産、子育てに関するアンケート】 

※結婚、出産、子育てに関するアンケートの対象者は、市民アンケート対象者のうち、18～39歳の方。 
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④結婚しない理由 

・全体では「結婚する必要性を感じない」が 30.0％で最も高い。 

・男性では「結婚後の生活が不安」と「結婚する必要性を感じない」が最も高く、ついで「適当

な相手にまだめぐり会わない」「安定した仕事に就いていない」の順となっている。 

・女性では「結婚する必要性を感じない」が最も高く、ついで「適当な相手にまだめぐり会わな

い」と「仕事や学業を優先したい」となっている。 

 

 

 

 

 

  

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

適当な相手にまだめぐり会わない

自分や相手がまだ若すぎる

安定した仕事に就いていない

結婚資金や生活など、金銭的な余裕がない

仕事や学業を優先した

結婚後の生活が不安

交際相手が結婚をまだ望んでいない

結婚する必要性を感じない

気楽さや自由さを失いたくない

その他

全体

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

適当な相手にまだめぐり会わない

自分や相手がまだ若すぎる

安定した仕事に就いていない

結婚資金や生活など、金銭的な余裕がない

仕事や学業を優先した

結婚後の生活が不安

交際相手が結婚をまだ望んでいない

結婚する必要性を感じない

気楽さや自由さを失いたくない

その他

男性

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

適当な相手にまだめぐり会わない

自分や相手がまだ若すぎる

安定した仕事に就いていない

結婚資金や生活など、金銭的な余裕がない

仕事や学業を優先した

結婚後の生活が不安

交際相手が結婚をまだ望んでいない

結婚する必要性を感じない

気楽さや自由さを失いたくない

その他

女性

図 結婚しない理由（単一回答） 

【結婚、出産、子育てに関するアンケート】 
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⑤子どもについて 

・「ほしいと思っている」が 53.2％となっている。 

・理想とする子どもの人数は「２人」が 51.3％、「３人」が 38.7％であるのに対し、最終的に予

定している子どもの人数は「２人」が 60.2％、「３人」が 28.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

ほしいと思っていいる

迷っている

ほしいと思わない

53.2%

16.1%

30.7%

合計n=205

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

0人

1人

2人

3人

4人

5人以上

0.8%

1.7%

51.3%

38.7%

5.9%

1.7%

理想の子どもの数n=119

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

0人

1人

2人

3人

4人

5人以上

1.7%

6.8%

60.2%

28.0%

3.4%

0.0%

最終的に持つ予定の子どもの数n=118

図 子どもの希望（単一回答） 
【結婚、出産、子育てに関するアンケート】 

図 理想とする子どもの人数（単一回答） 
【結婚、出産、子育てに関するアンケート】 

図 最終的に予定している子どもの人数（単一回答） 
【結婚、出産、子育てに関するアンケート】 
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⑥子どもをつくることに迷っている・ほしいと思わない理由 

・「子育てや教育にお金がかかる」が最も高く、ついで「妊娠・出産は自分（妻）が体力的に不安

だ」の順となっている。 

・「妊娠・出産は自分（妻）が体力的に不安だ」を選択した方の多くが、結婚及び妊娠・出産を想

定している年齢が高齢化している可能性がある。 

 

 

 

 

  

0.4

0.8

0.1

-1.1

0.6

1.5

0.4

-0.1

-0.2

0.4

0.0

-1.1

-1.2

-0.5

-0.8

-0.5

0.3

0.3

0.0

-1.1

-1.2

-1.5 -1.0 -0.5 0.0 0.5 1.0 1.5 2.0

出産にお金がかかる

妊娠・出産は、自分（妻）が体力的に不安だ

自分（妻）が高齢で出産することが不安だ

現在の医療体制では不安だ

体力的に子育ては不安だ

子育てや教育にお金がかかる

子育てやは精神的に負担だ

子育てに自信が無い

保育所などが利用できそうにない

子育て家庭への公的な経済的支援が十分ではない

仕事を続けられない

家族が子育てに協力してくれない

他に世話をしなければならない家族がいる

職場で育児を伴う休暇制度等が利用できない

職場が子育てに協力的でない

雇用が不安定である

収入が少ない

自由な時間がなくなる

今の生活パターンを変えたくない

子どもを産み育てる意味を見出せない

子どもがすきではない

全体

図 子どもをつくることに迷っている・欲しいと思わない理由 

【結婚、出産、子育てに関するアンケート】 

※結婚、出産、子育てに関するアンケートの対象者は、市民アンケート対象者のうち、18～39歳の方。 

※グラフの数値は、そう思う、どちらかといえばそう思う、どちらかといえばそう思わない、そう思わない  

の４段階で評価していただいた結果をポイント換算（そう思う：2、どちらかといえばそう思う：1、 

どちらかといえばそう思わない：-1、そう思わない：-2）し平均化した数値である。 
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（４）地方移住の希望に関する調査 

①転出者に対するアンケート調査 

・転出先は「福岡市」「福岡県内（福岡市、嘉麻市以外）」が 26.8％で最も多く、ついで「九州各

県（福岡県以外）」の順となっている。 

・転出理由は「仕事の都合」が 63.0％で最も多く、ついで「結婚のため」が 13.0％となっている。 

・飯塚市への居住意向については「住みたいと思う」が 60.4％で最も多い。 

 

 
 

 

 

 

26.8%

1.8%

26.8%

14.3%

12.5%

5.4%

7.1%

3.6%

1.8%

0.0%

0.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

福岡市

嘉麻市

福岡県内…

九州各県…

関東地方

中部地方

関西地方

中国地方

北海道

沖縄県

東北地方

63.0%

9.3%

1.9%

13.0%

3.7%

1.9%

7.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

仕事の都合

学校の都合

住宅の都合

結婚のため

親族と同居

住環境

その他

60.4%

14.6%

25.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

住みたい

住みたくない

わからない

図 転出先（単一回答） 

図 転出理由（単一回答） 

図 居住意向（単一回答） 



 

11 

 

②転入者に対するアンケート調査 

・転入前の居住地は「福岡県内（福岡市、嘉麻市、田川市・田川郡以外）」が 33.3％で最も多く、

ついで「福岡市」の順となっている。 

・転入理由は「仕事の都合」が 62.1％で最も多く、ついで「学校の都合」が 13.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

19.0%

3.2%

4.8%

33.3%

12.7%

7.9%

9.5%

3.2%

1.6%

3.2%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

1.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

福岡市

嘉麻市

田川市・田川郡

福岡県内（福岡市・嘉麻市・田川市・田川郡以外）

九州各県（福岡県以外）

関東地方

関西地方

中国地方

四国地方

中部地方

北陸地方

東北地方

沖縄県

北海道

国外

62.1%

13.6%

0.0%

10.6%

3.0%

1.5%

9.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

仕事の都合

学校の都合

住宅の都合

結婚のため

親族と同居

住環境

その他

図 転入前の居住地（単一回答） 

図 転入理由（単一回答） 



 

12 

 

（５）高校、専門学校、大学等卒業後の地元就職率の動向や進路希望の調査 

①高校生アンケート調査 

・進路は、「進学」が 83.6％を占める。 

・就職地・進学地は、「県内他市町村」が 47.5％と最も高い。「飯塚市」は 26.0％となっている。 

・就職地・進学地を性別でみると、男性は女性に比べて「飯塚市」と「県外」が高く、女性は男性

に比べて「県内他市町村」が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

83.6%

11.2%

3.6%

1.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

進学

就職

分からない

無回答

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

飯塚市

県内他市町村

県外

国外

26.0%

47.5%

20.6%

0.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

飯塚市

県内他市町村

県外

国外

27.7%

47.0%

24.2%

1.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

飯塚市

県内他市町村

県外

国外

26.9%

53.2%

19.2%

0.8%

図 進路（単一回答） 

図 就職地・進学地（単一回答） 

全 体 

男 性 

女 性 



 

13 

 

 

・飯塚市への居住意向は、「分からない」が 36.2％で最も高い。 

・「住みたい（「住みたい」「どちらかといえば住みたい」の合計）」は 42.0％、「住みたくない

（「どちらかといえば住みたくない」と「住みたくない」の合計）は 21.8％となっている。 

 

 

 

 

  

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

住みたい

どちらかといえば住みたい

どちらかといえば住みたくない

住みたくない

分からない

9.8%

19.9%

13.3%

17.8%

39.2%

図 飯塚市への居住意向（単一回答） 
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②大学生アンケート 

・希望の就職地は「県内他市町村」が 42.5％、「県外」が 40.2％、「飯塚市」は 15.4％となってい

る。 

・希望の就職地を性別でみると、男性は「県外」が最も高く、女性は「県内他市町村」が最も高い。 

・飯塚市への居住意向は「住みたくない」が 36.9％で最も高く、「どちらかといえば住みたくない」

を合わせると 6割を超える。「住みたい」「どちらかといえば住みたい」は合わせて 16.8％となっ

ている。 

 

 

 

 

 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

市内

市外

県外

国外

15.4%

42.5%

40.2%

1.9%

全 体

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

市内

市外

県外

国外

8.6%

40.0%

49.1%

2.3%

男 性

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

市内

市外

県外

国外

28.6%

47.3%

23.1%

1.1%

女 性

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

住みたい

どちらかといえば

住みたい

どちらかといえば

住みたくない

住みたくない

分からない

6.2%

10.6%

23.7%

36.9%

21.2%

図 希望の就職地（単一回答） 

図 飯塚市への居住意向（単一回答） 
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（６）調査結果の分析 

方面・男女・年齢階級別転入超過数グラフ及び（２）～（５）までの調査結果を踏まえ、人口減

少対策に関する分析を以下に整理します。 

 

①人口減少対策全般： 

「働く場の確保」と「結婚や子育て支援」の取り組みが求められる 

・人口減少対策として、「働く場の確保」や「結婚や子育ての支援」が強く望まれている。特に、10

代・20代の女性及び 30代の世代においては「結婚や子育ての支援」を望む割合が高く、「結婚や子

育て支援」の取り組みが求められる。 

・本市の取り組みの今後への期待「重要度」についても、「子どもを産み育てやすい子育てのまちづく

り」が最も高く、「子育て支援」の取り組みが求められる。 

・現戦略策定時と比較すると、「働く場の確保」の割合が多少減少し、「教育環境の充実」や「道路や

公共交通などの生活基盤の充実」の取り組みついての割合が高くなっている。 

 

②結婚・出産・子育てについて： 

金銭面の負担軽減と安定した雇用の確保や結婚に対する関心を高めるための取り組み

が求められる 

・子どもについて、理想とする子どもの人数に対して最終的に予定している子どもの人数が少なく、

その背景として「お金の問題」が一因となっていることから、子どもを多く産み育てられる環境づ

くりが必要で、金銭面の負担軽減と安定した雇用の確保に向けた取り組みが求められる。 

・併せて、妊娠・出産に対する健康面での不安が高いことから、高齢出産に対する医療体制や、晩婚

化を解消するための出会いの場づくりの取り組みや、結婚に対する関心を高めるための取り組みが

求められる。 

・現戦略策定時と比較すると、理想とする子どもの人数及び最終的に予定している子どもの人数とも

に、0または 1人と回答した割合が減少し、2人以上と回答した割合が増加している。 

 

③移住について： 

福岡都市圏への転出が顕著であり、同圏域からの転入が少ない現状への対策が必要で

ある。 

・「方面・男女・年齢階級別転入超過数グラフ」より 20代に福岡都市圏へ転出したのち、30代以降に

おいても本市へ戻ってくる人数は少ない。また、転入理由に「住宅の都合」を選択した方がおら

ず、福岡都市圏へ 1時間程度の通勤圏である立地と福岡都市圏との土地の価格の比較等を用いて、

転入を促進する必要がある。 

また、「仕事の都合」に伴う流出に関しては、転職や新規就業等に伴う過度な転出を防ぐことが求め

られる。さらに、住環境のさらなる魅力向上による本市への定住促進も考えられる。 

 



 

16 

 

④若い世代の定住について： 

まちの魅力向上や大学生のまちに対する愛着の醸成が求められる 

・本市に「住みたい」割合は、高校生アンケート調査では 29.7％、大学生アンケートでは 16.8％であ

り、「住みたくない」割合は、高校生アンケート調査では 31.1％、大学生アンケートでは 60.6％と

なっている。 

・大学生は市外出身者が約８割を占めており、地域に対する愛着が希薄であること、また、就職の問

題や市外の他地域に対する憧れなどがあるものと考えられる。 

・人口移動分析でも示したように、本市の人口移動は、市内への大学進学に伴い転入超過になること

が最大の強みであり、大学生に「飯塚市に住みたい」と思ってもらえるようなまちの魅力向上や、

まちに対する愛着の醸成が求められる。 

・現戦略策定時と比較すると、高校生の「住みたい」割合と「住みたくない」割合が逆転し、高校生

においても飯塚市への居住意向が低下している。シビックプライドを醸成、促進する取組みが求め

られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


